
 

（第２号様式）   
令和 ６ 年 ３ 月 22 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
 

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 

４年間の目標 

（令和２年度策

定） 

１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（２月９日実施） 

総合評価（３月 12日） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①多様な進路選
択に対応できる
教育課程を編成
し、生徒の希望
に応えられるよ
うに学習の機会
を提供する。 
②主体的・対話
的で深い学びの
実現に向けた授
業改善に取り組
む。 
③学校行事や生
徒会活動を充実
させ、生徒の主
体的な行動の促
進を図る。 
 

①授業力を向上さ
せ、生徒が希望す
る進路が実現でき
るよう指導する。 
 
②生徒の学習意欲
を引き出すため、
ＩＣＴを活用した
授業を展開する。 
 
 
 
③ポストコロナ時
代に合わせた学校
行事や生徒会活動
を開催し、生徒が
充足感を得られる
ような主体的な活
動を目指す。 

①テーマを設定した研究
授業等で各教科の取組を
集約し、職員全体に周知
する。 
 
②学習コンテンツを活用
した教員向けの研修会を
年３回以上実施する。 
 
 
 
 
③コロナ禍で新たに習得
した知識・技術を活かし
つつ、生徒会本部や各種
委員会と協力し、生徒と
丁寧な意見交換をしなが
ら、生徒が主体的に運
営・活動できるように支
援する。 

①生徒による授業評価、研
究授業の反省 
 
 
 
②生徒による授業評価、研
究授業の反省 
 
 
 
 
 
③各行事における生徒及び
教員へのアンケートをと
り、８割以上の満足度を得
る。 

①「メタ認知能力の育成」
をテーマとして研究授業を
行い、職員全体の授業力向
上に寄与した。 
 
②端末を利用した研修会を
３回実施、また生徒による
授業評価の振り返りを各教
科で行い、反省を職員全体
で共有し授業改善に役立て
た。 
 
③体育祭や文化祭等の行事
において、軍手の着用やキ
ャッシュレス決済等のコロ
ナ禍で新たに習得した技術
を活かしつつ、生徒の意見
を取り入れながら、生徒が
主体となって運営し、それ
を支援することができた。 

①「主体的に学習に取り
組む態度」の評価につい
て、何を評価材料とし評
価基準をどうするか考
え、指導と評価の一体化
を図る必要がある。 
②昨年度と比較し職員全
体の授業研究会を３回に
増やした。引き続き職員
全体に各教科での取り組
みを周知できる機会を設
けていく。 
③文化祭の満足度は９割
を超えたが、体育祭は８
割に届かなかった。今年
度の取組を基本として、
生徒に意見に耳を傾けつ
つ、生徒も教員も楽しめ
る行事の運営が必要であ
る。 

①「メタ認知能力の育成」
をテーマに掲げ、先生方の
取組に対して生徒評価アン
ケートからは高い数値が読
み取れる。とくに昨年度と
の比較では大きく上回る結
果が明らかである。 
②ＩＣＴ機器利活用は、中
学校でも喫緊の取組と結果
が求められており、今年度
２回のアンケート結果から
は多くの教科が２回目の方
が高い数値となっている。
但し、次年度以降の経年で
の結果・実績に注視する必
要がある。 
③昨年までと比べて、生徒
がいきいきと体育祭や文化
祭等の行事に参加している
様子を感じる。今後も、生
徒の意見に丁寧に向き合
い、生徒や PTA と協力しな
がら行事・生徒会活動の充
実を図っていってほしい。 

①「第２回生徒によ
る授業評価」は第１
回の評価を各教科上
回り、授業改善の成
果が出ている。校内
授業研究期間に授業
見学をしなかった教
員が 27％いた。参
加率を上げることが
課題である。 
②ロイロノート校内
研修会など端末を利
用した研修会を開催
し、次年度につなげ
る研修会となった。 
 
③コロナ禍の制限が
なくなり、ほとんど
の行事が制限なく開
催できた。 
生徒の満足度を上げ
る方策を考えること
が課題である。 

①授業参観シー
トの提出を必ず
求める等、全員
が他の教員の授
業を見学するよ
う工夫する。 
 
 
 
 
②来年度から学
年費で端末用学
習ソフトを購入
するのでソフト
の活用研修を充
実させる。 
③行事の満足度
を上げるために
アンケート結果
を参考に行事の
在り方を検討す
る。 

２ 生徒指導・支援 

①礼儀正しさを
意識して、安
心・安全な学校
生活が送れるよ
う支援するとと
もに、個に応じ
た教育相談体制
の充実を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②自分自身に目
を向け、学校行
事や部活動を通
して、奉仕や協
調の精神の涵養
を図る。 
 

①基本的な社会規
範の定着を目指
し、学校全体で継
続的に指導を行
う。 
 
①こころのサポー
ト事業や相談箱の
利用を通じて生徒
が気軽に相談がで
きる体制作りを進
める。 
 
 
 
 
 
②ポストコロナ時
代に合わせた部活
動等の運営を行
い、生徒自身が成
長を感じられるよ
うな主体的な活動
を目指す。 

①掲示物やＨＲなどで、
日常生活の注意点を周知
し、頭髪や服装なども定
期的な指導を継続する。 
 
 
①各学年に教育相談係を
置き、生徒へ周知すると
ともに、学年会での情報
交換を密に行う。 
 
①学年会からの情報をも
とに、必要に応じ速やか
にケース会議に繋ぐ体制
を築く。 
 
 
②積極的な部活動加入や
行事への参加を促すとと
もに、顧問・教員と生徒
がともに協同して取り組
めるような支援体制を整
える。 

①指導対象者が減少した
か。 
 
 
 
 
①生徒からの相談件数の推
移を把握するとともに、適
切なタイミングでケース会
議が開けたか。 
 
 
 
 
 
 
 
②一年生の部活加入率
70％（昨年は約 63％）を
目標とする。地域との連携
行事（短歌交流や音楽交
流）を実施できたか。 

①服装面では衣替え後など
にネクタイの締め忘れ、バ
ッジをしない生徒が見受け
られた。概ね規定は守られ
ている状況である。 
 
①コア会議の対象生徒２
名、計３回行った。 
 
①指導件数は例年と変化は
見られない。 
 
 
 
 
 
 
②一年生の部活加入率は
70.8%であり、多くの生徒
が部活動に加入し、充実し
た部活動を実施できた。短
歌交流や音楽交流等の地域
との連携行事も実施でき
た。 

①日常的な指導は浸透し
つつあるので、今後も継
続的に指導をつづけた
い。 
 
①本校では問題行動をと
る生徒よりも、精神的な
悩みを抱えた生徒が見受
けられるので、SC や SSW
だけでなく、分教室など
の近隣外部機関との協力
関係を構築する等の方法
が考えられる。 
 
 
 
 
②３年間を見据えた部活
動や行事の在り方を考え
る必要があり、部活動を
引退した３年生等にも適
宜アンケートを実施して
いきたい。地域とのつな
がりを意識し、地域から
も応援される学校を目指
していく必要がある。 

①掲示物などは見やすさ、
分かりやすさを追求し、大
切な掲示物の周辺には他の
掲示物を貼らないなどのち
ょっとした工夫でさらに効
果があがるのではないか。 
①学校の日常は様々な指導
を継続することによって維
持される。今後も継続的な
指導が必要である。 
①岸根高校と分教室教員と
の補完的な交流が行われる
ことが望ましい。 
 
 
 
 
②学校行事や部活動に積極
的に取り組んでいる生徒も
多く今後も充実を図ってい
ってほしい。地域や PTA と
も連携を取りながら、応援
される学校になりましょ
う。 

①概ね服装等の規定
は守られている状況
である。 
①「第２回学校生活
に関するアンケート
結果」でいじめを受
けたり見たりしたこ
とのある生徒が０人
ではなかった。 
①ＳＣ、ＳＳＷの全
校配置で教育相談の
充実が図られたが、
サポートドッグによ
り精神的な悩みを抱
えた生徒に対するケ
アの仕方が課題であ
る。 
②関東大会等に参加
するなど充実した活
動ができている部が
ある一方で、途中で
退部してしまう生徒
も少なからずいる。
生徒の求めているも
のを的確に拾い上げ
ることが課題であ
る。 

①「第２回学校
生活に関するア
ンケート結果」
でいじめを受け
たり見たりした
ことのある生徒
がいたことにつ
いては、申し出
た こ と を 評 価
し、今後の対策
を検討する。 
①こころサポー
ト事業の活用を
拡大する。 
 
 
 
②部活動でうま
くいかない生徒
の 心 の ケ ア を
し、部活動でお
互いのことを大
事にすることを
学ばせる。 



 

 視点 

４年間の目標 

（令和２年度策

定） 

１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（２月９日実施） 

総合評価（３月 12日） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①自己理解を深
め、進路意識を
向上させて、生
徒一人ひとりが
自らの進路希望
を実現できる進
路指導の充実を
図る。 
 
 
 
 
 

①外部の教育力を
活用した授業や取
り組みを充実さ
せ、社会とのつな
がりのなかで自己
理解を高めさせ、
納得のいく進路実
現を果たせるよう
支援する。 
 
②キャリア支援の
取り組みについて
教員の理解度を高
め、全体で生徒の
キャリア支援にあ
たる意識を築く。 
 

①総合的な探究の時間に
外部講師等を招いて進路
説明会や職業ガイダンス
などの進路支援とキャリ
ア形成支援に関する講演
会等をできるだけ多く実
施する。 
①既存の高大連携の取り
組み強化と新設置予定の
長期休業中の特別講座を
実施する。 
①②総合的な探究の時間
におけるアンケートを各
学年で実施し、目的や内
容に対する生徒や担当教
員の意識を高める。 
②学校ホームページに取
組を随時更新していく。 
②キャリア支援や進路指
導に関する取り組みや最
新の情報に関する意識ア
ップをはかるため、定期
的に資料を配付する。 

①ガイダンスや学校外と生
徒が関わるキャリア的な取
組を 10 回以上実施できた
か。 
①大学への進学数を５％以
上増加できたか。 
①高大連携の取り組みを計
画実施できたか。長期休業
中の特別講座を計画実施で
きたか。 
①②総合的な探究の時間に
おけるアンケート結果を目
標達成に向け、各学年で上
昇させることができたか。 
②学校ホームページを年間
１２回以上更新し、キャリ
アの情報発信を行えたか。 
②キャリア、進路に関する
資料を、年間１０回以上配
布できたか。 

①ガイダンス・学校外教育
力活用機会を 1 学年 4 回､2
学年 3 回､3 学年 7 回実施し
キャリア育成を行なった。
長期休業中の講座に｢キャ
リア育成型｣の枠を設け､5
講座を開講した。その中に
神奈川大学との高大連携活
動を盛り込んだ講座も開講
した。 
②学校ホームページを７回
更新すると共に教職員に対
し、キャリア・進路に関す
る資料を現在までに 10回配
付し､学校内外に対しキャ
リア支援の取組みについて
理解を築く活動を行なっ
た。また、総合的な探究の
時間において生徒の授業ア
ンケートを実施し、多くの
項目で取組み後の数値を向
上させることができたこと
で、生徒の学びに向う姿勢
の向上を確認した。 

①外部関係者との密な教
育活動に向け、年間キャ
リアスケジュールを他グ
ループと協議し前年度内
に固める必要がある。 
 
①②長期休業中講座｢キ
ャリア育成型｣実施後ア
ンケート結果を受け、よ
り良い形での運営につい
て検討する。また、進路
実績を過年度と比較し、
総合的な探究の時間と進
路支援の取組みを見直し
ていく。 
 
②引き続きキャリア支
援・進路支援に対する情
報発信を続けると共にア
ンケートの計画的な実施
を通して、キャリア支援
の質を高められるよう努
める。 

①全般的に、生徒の自己理
解や進路の目的・内容に対
する意識と教員のキャリア
支援にあたる意識の双方を
バランスよく高めていこう
とする取り組み姿勢は評価
できる。 
 
②高大連携活動を盛り込ん
だ講座の開講は良い取り組
みだと思う。 
②年間に学校ホームページ
を 7 回更新し、教職員に資
料を 10 回配付している点
は、全教職員をはじめ学校
内外に対してキャリア支援
の取り組みについての理解
を築くという観点から評価
できる。 

①総合的な探究の時
間の改革で、生徒の
プレゼンテーション
能力を高めることが
でき、総合型選抜で
の入試で成果をあげ
た。 
①サークルアクショ
ン等で地元企業と連
携を深めることがで
きたが、もっと計画
的に早めの準備が必
要である。 
 
 
②職員向けにキャリ
ア支援・進路支援に
対する情報発信を続
ける必要がある。 

①外部との連携
については、早
めに計画し、保
護者に趣旨を周
知し、生徒への
事前指導を充実
させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②アンケートの
計画的な実施を
通して、キャリ
ア支援の質を高
められるよう努
める。 

４ 地域等との協働 

①交流や協働活
動を通して、生
徒の社会性の育
成を図るため、
これまでの地域
との連携を継続
する。 
 
 
②学校運営協議
会を中心とし
た、地域に開か
れた学校づくり
に取り組む。 

①「４年間の集大
成」という意識
で、コロナ後の交
流活動・協働に取
組み、地域と共に
ある学校づくりを
めざす。 
 
 
②学校運営協議会
等により、外部か
らの意見・異なる
立場からの視点を
知る機会を設け
る。 

①全生徒が、少なくとも
1年に 1回は、交流・協
働を行うように働きかけ
る。他者のために活動す
る喜び・社会の一員とし
ての自分に気づかせる。 
 
 
 
②令和５年度中に、３回
の学校運営協議会を対面
により開催する。 

①生徒が、一人1回以上、
交流または協働に参加でき
るよう働きかけることがで
きたか。 
生徒に「気づき」のある活
動をさせることができた
か。 
 
 
②学校運営協議会を開催
し、意見を広く聴取するこ
とができたか。 

①城郷・小机地域ケアプラザ
の様々なプロジェクト、篠原
西小学校との短歌交流・クラ
ブ交流、文化祭での地域主催
の「すこやか祭り」や、「障
碍者オリンピック」の補助活
動など、全校生徒が何らかの
形で交流・協働に関わること
ができた。 
②学校運営委員会を対面で実
施し、意見を聴取する機会を
設けることができた。 

①コロナ禍での交流活動
中断を経た後、継続的に
意義ある活動を行うため
に、本校職員内 及び他
教育機関・団体等の方々
との意思疎通や共通理解
をどのように進めていく
かが課題である。 
 
②引き続き、外部の視点
からの意見を広く聴取す
るよう努める。 

①児童生徒間の交流活動に
ついては、短歌交流等これ
まで継続してきたこと以外
でも、できるところから再
開して取り組んだ。次年度
も引き続き工夫できる点を
模索しながら実施できると
よい。 
 
②学校運営協議会だけでな
く、担当職員間でも打合わ
せや意見交換を行い、それ
ぞれの事情や環境を知る手
がかりとなった。  

①コロナ禍の制限が
なくなり、交流や協
働活動を通して、生
徒の社会性の育成を
図ることができた。 
①隣接する小学校と
のクラブ交流が復活
したが、方策につい
ては検討する必要が
ある。 
②学校運営協議会だ
けでなく、担当者間
での意見交換も必
要。 

①他校種を知る
研修を継続して
行うなど意思疎
通や共通理解を
深めていく。 
 
②地域の交流に
ついては職員間
の 連 携 が 重 要
で、校種の違う
職員同士が交流
することで職員
の成長につなげ
る。 
 

５ 
学校管理 
学校運営 

①環境に配慮し
た設備・備品等
の整備・活用に
取り組む。 
 
 
 
 
②防災意識の向
上を図る。 
 
 
 
 
③人権について
の知識を深め人
権尊重精神の涵
養を進める。 

①教員の働き方改
革を推進するた
め、教育環境の向
上に努めるととも
に、ICT機器の管理
や備品等の整備・
活用に取り組む。 
 
②防災意識の向上
を図るために防災
教育方法の再構築
を図る。 
 
 
③人権について、
知識と理解を深め
る。 

①職員による円滑な業務
を支援するため、ICT 機
器の管理や設備・備品等
の整備・活用を推進す
る。 
 
 
 
②地域防災の意識を向上
させるため、地域と連携
した防災活動や、効果的
な防災訓練等を実施す
る。 
 
③適切な研修テーマを設
定し、研修計画を実施す
る。 

①ICT 機器の管理や設備・
備品等の整備・活用を推進
できたか。 
 
 
 
 
 
②防災避難訓練（防災教室
を含む）を２回実施できた
か。地域と連携した防災活
動を実施できたか。 
 
 
③研修後のアンケート結果 

①ICT 機器や清掃用具等の
整備を進めることができ
た。課題であったアクセス
ポイント設置は完了した。 
②防災避難訓練の第１回は
地震を想定し避難経路確認
を目的に実施、第２回は火
災を想定した訓練を実施し
た。直前で出火元知らせ、
点呼は担任以外で行う等、
より臨機応変な対応を求め
られる訓練を実施した。い
ずれも教材やアンケートで
は ICTを活用した。 
③辻健一郎氏による研修で
は、様々な特性を持つ生徒
に対する適切な接し方を学
ぶことができた。 

①関係部署との連携を図
り、設備・備品等の整備
を推進していきたい。 
 
 
②地域防災の意識をより
向上させるため、地域と
連携した防災活動や効果
的な防災教育について検
討する。 
 
 
 
 
③適切な研修テーマの設
定と、よりよい研修計画
を検討する。 

①②③（共通）様々なリス
ク管理を考えていかねばな
らない中で、地域との関係
を保ちつつ社会環境に配慮
した取り組み等であり、学
校管理上の必要なことを進
められていると感じる。 
担当のリーダーを中心に、
個々の職員にもその役割や
責任ある行動が感じられる
ことはとても喜ばしいこと
である。この大人の意識・
配慮は、言葉では伝わらな
い良い空気を肌で感じさせ
ることにつながる要素とな
るであろう。 
次期に向けて、更なる期待
が持てた。 

①ICT 機器や清掃用
具等の整備を進める
とともに課題であっ
たアクセスポイント
設置は完了し、生徒
が学習する環境を整
えることができた。 
②近隣の保育園の避
難訓練に本校敷地を
提供したが、避難訓
練の日程が合わなか
った。 
③人権研修について
は、部活動の指導の
仕方や体罰防止研修
としての効果もあっ
た。 

①生徒だけでな
く、職員をとり
まく環境整備に
ついても整えて
いき、働き方改
革につなげてい
く。 
②防災訓練につ
いては、近隣と
の 日 程 を 調 整
し、協働して防
災教育に取り組
んでいく。 
③人権研修につ
いて適切な研修
テ ー マ の 設 定
と、研修計画を
検討する。 

 


